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  日本製鉄 OB 会 第 22 回写真展 記録 

7月 2日写真展会場（B1多目的室）にて作品展示セット完了             

写真展ポスター：服部正幸氏の第 21回展示作品     

  “すごい大物を捕ったぞ‼（カワセミ 四季の森公園 ）” の写真を採用 

 

写真展示会場 

 

2024年（令和6年） 

期間 ：7月2日（火）～8日（月） 

時間 ：7月2日 13時～16時 

7月3日 11時～16時 
但し 13：30～15：00の間は 
太極拳グループ活動のため入場休止 

7月4日～8日 11時～16時 

場所 ：代々木倶楽部（B1）多目的室 

出展参加者 ： 1７ 名 

出展作品数 ： 33点 

来場者延数 ：121名 
 

展示会場設営・作品セット作業中のひとコマ（7月 2日） 会場設営作業 

設営完了の会場 

戸田氏の趣味で製作した小鳥用巣箱を展示披露 
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出展作品一覧

表 
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出展者記念撮影 会場設営に参加された方の記念撮影 

（敬称略） 

（註）岡田氏、伊藤氏、丸山氏、濵本氏はご都合により欠席 

自己作品の紹介説明 

井上金光         丸山博司（欠席により青島氏代行）  戸田勝隆           伊藤亀太郎（欠席により青島氏代行） 

青島氏の司会進行により各出展者による自己作品の説明紹介を行なった。 

内山雄二            久保田貞雄           中川勝敬            村岡義章            

 

青島 衛           石川輔宏                              吉田俊彦           服部正幸 

中澤 吉             渡邉和彦               椿原 治         （ 岡田明久） 
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（岡田氏の作品は 

当日間に合わず 

紹介できません 

でした） 
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出展作品 

 

【註】展示会場入口左手から時計回りに展示順に全 33作品を紹介します。 

      

井上金光／夕陽に輝く富士山の笠雲                 

         

丸山博司／冬の伊豆大島の日之出           丸山博司／伊豆黒根岬の磯釣り 

 

戸田勝隆／四十雀の巣作り      戸田勝隆／雛の巣立ち         （戸田氏の趣味で手作の各種巣箱実物を展示） 

伊藤亀太郎／写真俳句 

（左）「異人にも 鶯の声 円覚寺」 

（上）「菜の花と 櫻の後に 待つ欅」 

内山雄二／南フランス巡礼街道歩きの思い出① 

内山雄二／南フランス巡礼街道歩きの思い出② 

久保田貞雄／真ん中通るは中央線     久保田貞雄／立てばシャクヤク、座れば牡丹･･･ 
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濵本康男／チェスキークルムロフ夜景 中川勝敬／ほのかに香る白梅 

 

中川勝敬／廊下の先は新緑 

濵本康男／ローズガーデン 

 

村岡義章／夏…涼を求めて（1）         村岡義章／夏…涼を求めて(2) 

「オシンコシンの滝」                 「番所大滝」 

 

 

青島 衛／「咲き誇る」                     石川輔宏／櫻景「純和風」             

 

青島 衛／「メルヘンチック・ガーデン」 

                                 

 

石川輔宏／櫻景「和洋折衷」 
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吉田俊彦／The Jacobite 45407                 吉田俊彦／古城（Eilean Donan Castle） 

服部正幸／柱状節理と水の風景（１）宮城県高千穂峡      服部正幸／柱状節理と水の風景（２）静岡県城ヶ崎海岸 

中澤 吉／牡鹿の縄張り争い                中澤 吉／アラスカの氷河 

渡邉和彦／水面に映える満開のチューリップ          渡邉和彦／山一面を躑躅で彩る 
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椿原 治／厳冬・新雪のマッターホルン 

椿原 治／逆さマッターホルン（4,478ｍ） 

岡田明久／大谷選手の快挙―その１（4月 22日）         岡田明久／大谷選手の快挙―その２（5月 17日） 

来場者スナップ写真 
 

7月 3日 三村代表ご来場                 7月 3日 三村代表と案内応対者一同記念撮影 

                                                     （次ページへ続く） 
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7月 3日来客で賑わう                   7月 3日 

7月 3日                         7月 3日 13:30～15:00 OB会太極拳同好会のため会場一時閉鎖 

7月 4日                  7月 4日                 7月 4日 

7月 5日                       7月 5日 
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打上げ懇親会 
 

打上会開催に当たり星野事務局長よりご挨拶 

併せて永年出展参加された瀬戸島道子氏の逝去に黙祷を捧げた。 

  

その後、出席した出展者全員の感想等所見を披露し、お互いの健闘を称 

え打上会を終了したが、その前に青島氏より「岡田氏の作品（「大谷選手 

の快挙」）は如何にして作られたか？」という疑問に対して分析した結果 

の答えを披露されたので、その内容をここに記す。 

考えられる手段としては下記の方法であるが、正解は何れか？ 

 

 

 

 

 

 

 

→正解は⑤である。……………ということでした。 

7月 9日全展示作品撤去片付けを行なった後懇親会を開催（岡田氏、濱本氏欠席） 

 ① プライベートで現地へ行った 

② TV撮影と花撮影と合成 

③ 花を前に置きTVと一緒に撮影 

④ MLBのパンフレットと花を同時に撮影 

⑤ VTRで録画し花と同時に撮影 

 

＜出展者の感想等所見スピーチ＞（出席者 15名の各スピーチ内容は省略） 

石川      伊藤           戸田            井上     村岡  

久保田      中川           内山            椿原     渡邉 

中澤      服部      吉田            丸山     青島  

＜後記＞ 

本OB会写真展は上記の実績表に示されている通

り、2010年 9月第 1回を皮切りに毎年２回開催を継

続し、途中コロナ禍の為 2020～2022年の３年間中断

を余儀なくされたものの、2023年から再開し、本年

22回目の開催を実現できたことを素直に喜びたいと

思います。 

この写真展の開催推進に初回から尽力されて来られ

た青島さんの投稿記事がOB会誌本年６月号に掲載さ

れました。それを拝読し、彼の写真展に対する並々な

らぬ思いと熱意を感じました。それに共感し推進に協

力・支援して来られた先輩・同僚並びに歴代の事務局

の方々の努力によって、この会が継続されて来ている

…との思いを新たにしました。 

さて、今回も素晴らしい作品が多く、百名を超える

来客も楽しまれたものと思います。特に戸田さんの写

真を補完する為に実物の小鳥の巣箱を展示された手法

はユニークで注目されました。また、話題になった岡

田さんの写真も今迄に無い発想のものでした。写真展

の作品というと、高度な撮影技術を駆使し、美しさや

芸術性のあるものを極めた作品を目指すというイメー

ジがありましたが、もっと自由な発想でよいと思った

次第です。今後もこの会が末永く継続し発展すること

を祈念しております。 

なお、本記録作成に当たり井上さんより多くの貴重

な写真のご提供を頂きましたことに末筆ながら厚く御

礼申し上げます。            （Y.M） 

 


